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同
盟
共
産
露
出
央
委
員
曾
機
関
誌
「
ヨ
ム
エ
ス
ト
」
と
ソ
同
盟
科
塵

ア
カ
デ
ミ
ー
湿
潤
研
究
所
機
関
誌
「
経
済
の
諸
問
題
」
は
、
一
九
五
三
年

第
品
目
時
四
お
よ
び
一
九
五
四
年
第
六
携
に
夫
々
エ
ム
・
ラ
グ
リ
チ

y
コ
の

「
資
本
主
義
諸
園
に
お
け
る
農
民
の
登
因
な
欣
態
」
、
・
オ
・
グ
レ
ス
メ
ッ

}
白
「
一
植
民
地
、
従
厨
諸
国
に
お
け
る
農
業
の
衰
退
」
や
掲
載
じ
た
。

職
後
、
農
業
の
一
一
京
港
、
農
民
の
窮
乏
化
は
一
段
と
進
み
、
そ
の
後
の
蛍

富

裕

岡

展
は
商
業
新
聞
で
さ
え
事
態
白
深
刻
さ
を
み
と
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

〈
な
っ
て
い
る
が
、
資
本
主
義
の
擁
護
者
濯
は
、
そ
の
基
本
的
原
因
1
農

業
閥
係
を
か
く
す
た
め
に
絶
藍
的
な
か
ず
か
ず
り
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
ご
つ
の
論
文
は
、
小
山
設
耀
管
む
堅
質
性
論
や
土
地
肥
沃
度
の
遁
波
法

則
に
根
擦
を
お
い
た
絶
叫
劃
酌
過
剰
人
口
論
等
世
論
破
し
、
濁
占
出
玉
木
と
大

土
地
所
有
者
の
支
配
と
股
翠
に
こ
そ
基
本
的
な
原
凶
が
あ
る
こ
と
を
明
ら



か
に
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

地
域
的
に
も
、
内
容
的
に
も
、
虞
汎
な
問
題
を
綿
括
的
に
取
扱
っ
て
い

る
た
め
に
、
理
論
の
十
分
な
展
開
も
み
ら
れ
な
い

L
、
資
料
的
に
不
十
分

主
思
は
れ
る
馳
も
少
く
な
い
。
し
か
し
、
と
こ
で
は
こ
の
論
文
の
批
判
に

は
ふ
れ
な
い
で
、
た
だ
概
要
を
で
き
る
だ
け
忠
震
に
紹
介
す
る
に
と
ど
め

た
し以

下
こ
れ
を
紹
介
L
よ
ろ
と
す
る
の
は
、
こ
の
種
の
論
文
が
少
た
い
上

に
、
わ
が
園
の
農
業
、
農
民
の
現
献
を
よ
り

E
し
く
認
識
し
、
理
解
す
る

た
め
に
も
、
な
お
恥
な
句
の
意
義
が
あ
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
農
民
の
貧
困
な
拭
態

資
本
主
義
諸
園
の
農
業
の
現
朕
は
、
濁
占
資
本
え
の
一
唐
の
隷
屈
と
、

農
民
の
階
級
分
化
の
激
化
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
濁
占
資
本
と
大
土
地
所

有
者
の
地
位
を
強
化
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
農
業
政
策
と
、
経
済
の
礎
年

路
線
え
の
移
行
に
よ
っ
て
、
同
掴
占
資
木
お
よ
び
大
土
地
所
有
者
と
動
勢
農

民
と
の
間
巴
縛
が
ま
す
空
す
深
め
ら
れ
た
が
、
農
業
衰
退
の
重
要
草
指
標

で
晶
る
勤
帯
長
良
の
破
産
件
数
の
増
大
と
土
地
牧
奪
は
、
寸
ベ
て
の
資
木

主
義
諸
闘
に
共
通
し
た
現
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
方
に
お
い
て
、

生
産
の
集
中
商
品
生
産
に
占
め
"
の
資
本
塁
語
長
場
の
地
位
白
強
化
が
進

ん
だ
こ
と
を
物
語
る
が
、
事
質
、
ア
メ
リ
カ
で
も
総
数
の
二
%
に
寸
ぎ
な

い
資
木
、
主
義
的
経
管
が
土
地
の
五
分
の
こ
を
集
中
L
、
二
高
五
千
の
農
場

(
農
場
総
取
の

0
・
四
財
)
が
一
一
一
一
億
ド
ル
の
商
品
生
産
物
を
生
霞
し
て

「
植
民
地
・
智
属
諸
凶
に
お
け
る
農
業
の
衰
退
し

い
る
の
に
、
三

Oυ
寓
の
農
場
定
数
以
上
)
で
は
、
僅
か
二
憶
ド
ル

し
か
生
還
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
事
賞
は
、
小
規
模
な
「
出
家
族
」

農
場
の
「
察
柴
L

と
い
う
資
木
主
義
の
静
護
人
達
の
駄
癖
を
完
全
に
論
破

す
る
も
O
T
あ
る
。

ω
資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
勤
務
長
民
の
極
管
出
破
産
し
て
い
る
主

要
な
原
因
町
一
つ
は
、
低
所
得
め
た
め
に
生
産
手
段
購
入
の
可
能
性
が
奪

わ
れ
て
、
大
規
模
な
資
本
主
義
経
笹
と
の
競
争
に
堪
え
ち
れ
な
い
と
い
ろ

事
情
で
あ
る
。
農
建
物
の
頁
付
け
、
加
工
、
阪
吉
宗
狗
占
さ
れ
て
い
る
士

め
に
、
農
窪
田
制
白
慣
値
の
大
部
分
が
牧
奪
さ
れ
、
置
接
生
古
住

#
1農
民
白

収
入
は
著
る
し
く
披
少
し
て
い
る
が
、
更
に
工
業
製
品
が
調
占
に
集
中

(
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
、
機
械
む
七
五
%
が
四
ト
ラ
ス
ト
、
肥
料
の

回
二
%
が
八
社
に
集
中
)
さ
れ
て
い
る
結
果
、
高
い
掲
占
債
碕
に
よ
っ
て

農
民
は
二
重
に
放
噂
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
濁
占
資
京
に
よ
る
農
民
奴

隷
佑
白
特
徴
的
存
形
態
で
あ
る
が
、
シ
ェ
1

V
は
、
極
済
の
軍
事
化
に
伴

っ
て
、
こ
h

h

=

一
四
年
間
に
特
に
悪
化
L
、
(
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で

は
↓
九
五
二
年
に
は
工
業
品
債
格
が
四
%
ト
昇
し
た
の
に
、
長
産
物
侵
格

は
ご
一
%
低
下
し
た
)
、
ア
メ
リ
カ
の
長
業
生
産
語
教
が
穴
拘
L
か
増
加

し
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
生
産
費
は
一
二
八
%
も
増
加
し
た
ロ
こ
う
し
て
小

決
経
管
に
お
け
る
生
産
羽
車
位
首
り
生
産
費
は
、
資
玄
制
的
大
糧
管
の
場

合
よ
り
二
倍
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
セ
候
件
白
下
で
、
小
農
民
は
満
額
の
土
地
を
経
持
す
る
た
め
に

絶
望
的
な
努
力
を
抑
っ
て
い
る
が
、
借
地
農
民
中
分
昼
農
民
に
な
る
と
事

第
七
十
五
巷

第
六
曲

四
五

四
回
大

常



「
植
民
地
・
傑
風
諸
国
に
お
け
る
農
業
の
衰
退
」

態
は
更
に
困
難
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
最
近
数
年
間
白
小
作
料
の
ニ
一
一
一
倍

り
は
ね
あ
が
り
の
中
で
、
カ
パ
1
ラ
的
保
件
で
耕
作
に
従
事
す
る
こ
と
を

齢
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
フ
シ
ス
で
は
借
地
農
民
と
分
霊
農
民
は
醐
畑

農
家
戸
数
の
六

O
%に
濯
し
、
イ
タ
リ
ア
で
は
四
分
白
一
が
分
径
農
民
に

よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
ネ
グ
ロ
が
土
地
所
有
者
側
か
ら
残
忍
な
牧
奪
そ
う
け

て
い
る
ア
メ
リ
カ
南
部
で
も
分
注
小
作
制
箆
は
鹿
〈
行
わ
れ
て
い
呂
巴
最

も
困
難
な
欣
態
に
お
か
わ
て
い
る
の
は
農
業
勢
働
者
で
あ
る
が
、

rレ
ー

ス
ト
ハ
ト
チ
シ
ス
は
そ
の
著
書
「
勤
勢
婦
人
」
の
中
で
、
数
百
寓
の
ア
メ

リ
カ
農
薬
品
切
働
者
の
ヰ
奴
隷
的
た
吠
闘
に
つ
い
て
、
失
の
よ
ろ
に
漣
べ
て

い
る
。
即
ち
彼
ら
は
逗
潜
不
能
の
負
債
に
L
ぼ
ら
れ
、
家
族
全
員
が
働
ら

舎
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の
低
賃
金
で
搾
取
さ
れ
、
そ
の
た
め
季
節

勢
働
者
の
五
分
の
一
が
未
成
年
で
占
め
ら
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。

ω
資
本
主
義
諸
固
に
お
け
る
勤
労
農
民
自
吠
態
を
困
難
な
も
の
に
し

た
も
ろ
一
つ
の
要
因
は
、
非
同
国
に
叫
到
す
る
掠
奪
的
関
係
と
動
勢
者
に
罰
す

る
背
酷
な
搾
暇
で
あ
る
。
最
大
限
利
潤
を
誼
求
す
る
資
古
制
的
大
鰹
替
は
、

車
一
作
物
を
裁
培
し
、
輪
作
的
播
種
b
n
依
く
た
め
に
土
壌
陸
系
を
破
壊
し
、

土
地
り
酸
性
化
、
沼
津
伯
を
惹
起
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
ベ

νネ

?
ト
博
主
の
で
院
委
員
曾
で
の
謹
言
の
よ
ろ
に
、
慶
大
な
回
復
不
能
の
農

業
不
錨
地
を
つ
く
り
出
し
、
到
る
と
こ
ろ
で
農
業
の
表
退
を
詮
明
す
る
耕

地
面
積
の
絶
叫
間
的
縮
少
が
お
こ
っ
て
い
る
。
西
欧
資
本
主
義
諸
園
で
は
一

九
三
四
三
八
年
の
耕
地
面
積
を
一

O
Oと
す
れ
ば
、
四
九
l
豆
一
年
に

は
九
一
一
、
七
、
政
穫
は
九
四
、
六
で
あ
っ
士
。
と
れ
に
拍
車
奇
か
け
て
い

第
七
十
五
各

四
四
七

第
六
揖

四
六

る
の
が
兵
枯
墓
地
、
飛
行
場
、
射
撃
一
場
等
の
た
め
の
土
地
反
用
で
、
白
木

で
も
北
海
道
だ
け
で
五
千
へ
グ
ダ
l
ん
の
土
地
出
接
収
き
れ
て
い
る
。

そ
L
て
、
…
西
欧
資
木
主
義
諮
問
で
は
、
勤
勢
者
の
貴
闘
佑
と
そ
の
購
貰

力
白
低
下
と
か
ら
ん
で
、
農
産
物
の
販
路
に
重
大
な
障
害
が
起
り
、
到
る

と
こ
ろ
で
恐
慌
現
象
を
ひ
き
お
こ

L
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
小
官
官
の
滞
貨

は
、
一
九
四
七
年
の
八
千
四
百
寓
ブ
ッ
シ
ュ
ル
、
一
九
壬
一
年
全
一
億
五

千
四
官
寓
フ
ッ
シ
ェ
ル
に
罰
し
て
、
↓
九
五
三
年
七
月
に
は
五
億
七
千
五

百
蔦
ブ
ッ
シ
ェ
ル
に
増
大
し
た
。
こ
の
内
外
の
市
場
に
販
路
を
見
出
L
え

な
い
徐
剰
量
産
物
の
全
段
な
増
大
が
恐
慌
現
象
の
探
俗
世
物
語
っ
て
い

る。

ω
更
に
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
経
済
の
軍
事
化

で
あ
る
。
肌
駅
周
宇
と
、
組
荷
の
軍
事
化
は
、
農
民
の
貴
闘
を
清
算
し
、
過
剰

生
産
恐
慌
宇
排
除
L
、
農
業
商
品
の
債
汎
な
安
定
し
た
需
要
を
保
鐙
す
る

と
宜
侍
さ
れ
た
が
、
賓
際
に
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
童
話
、
最
低

芸
忠
置
の
上
昇
、
そ
し
て
農
家
所
得
の
波
少
で
あ
っ
た
。
験
後
の
小
農
民

の
特
徴
は
、
負
債
、
特
に
短
期
負
債
の
増
大
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

eは、

一
九
四
二

l
五
二
年
の
十
年
間
に
財
産
税
は
十
五
倍
屯
は
ね
あ
が

P
、
地

租
は
三
倍
に
と
昇
し
た
が
、
己
れ
ほ
農
家
所
得
の
二
回
財
源
に
導
い
た
。

ア
メ
リ
労
農
家
の
八

O
%は
最
低
生
活
費
以
下
の
所
得
し
か
え
ら
れ
ず
、

二
O
対
は
卒
飢
餓
的
生
存
を
絵
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
に
、
農
務
省
の
公

式
援
表
で
は
、
玉
三
年
に
は
前
よ
め
更
に
一

0
1↓一
O
%低
く
な
ろ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。



ア
メ

p
カ
上
院
の
資
料
で
は
こ
O
%
の
大
農
場
が
六
七
%
町
中
小
農
家

よ
り
所
得
は
大
で
あ
っ
た
L
、
「
パ
イ
エ
リ
シ
エ
ス
・
フ
ォ
リ
グ
セ
ホ
L

紙
の
報
道
に
よ
る
と
、
西
濁
中
は
納
況
の
た
め
忙
週
二
日
働
か
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
勤
輩
震
の
絶
樹
的
相
針
的
資
因
佑
の
な
か
に
、
農
業

の
衰
退
が
破
局
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

位
曾
階
級
の
物
質
的
状
態
の
明
ら
か
な
指
標
は
、
園
民
所
得
の
分
配
に

あ
る
が
、
園
民
所
得
に
占
め
る
農
民
部
分
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
四

六
年
目
九
、
四
%
、
一
九
五
-
年
の
七
、
六
%
か
ら
一
九
五
=
一
年
に
は
五

%
に
低
下
し
た
。
十
四
の
西
欧
資
本
主
義
語
閣
で
は
、
二
四
%
の
農
民
が

悶
民
所
得
に
占
め
る
部
分
は
一
四
%
で
し
か
な
払
っ
た
。

こ
れ
は
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
「
市
長
経
管
内
堅
質
性
論
」
、
な
い
し

は
小
産
経
皆
に
機
械
潜
入
の
可
能
性
が
あ
る
と
か
、
失
菜
、
温
調
人
口
清

算
の
可
能
性
が
あ
る
と
ド
っ
た
理
論
、
成
い
は
叉
、
大
漫
経
皆
が
農
業
主

睦
の
設
展
を
保
設
す
る
主
い
っ
た
理
論
が
、
既
に
完
全
に
破
産
し
た
こ
と

を
こ
の
上
な
く
明
瞭
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

勤
笠
震
の
変
困
な
吠
態
口
、
彼
ら
の
聞
の
不
満
の
噌
大
に
導
か
ざ
る

を
え
な
い
。
濁
占
と
大
土
所
有
者
の
側
か
ら
の
搾
取
の
掛
化
、
臨
帆
晴
準
備

の
た
め
の
反
閲
兵
酌
な
政
策
の
結
厨
1
ひ
き
お
こ
さ
れ
士
物
質
的
朕
踏
む
盟
国

他
に
甘
ん
じ
な
い
麗
汎
な
農
民
大
裁
は
、
大
資
本
と
大
地
主
に
罰
ナ
る
断

乎
た
る
闘
容
に
立
ち
上
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
民
主
々
義
、
平
和
に
針
す

Z
闘
い
と
の
闘
の
有
機
的
な
逼
闘
を
ま
す
ま
す
理
解
し
て
き
て
い
る
。

「
植
民
地
・
挺
詩
魁
閣
に
布
け
る
良
業
の
衰
退
」

植
民
地
、
従
属
諸
国
に
お
け
る
農
業
の
衰
退

植
民
地
、
従
属
一
諸
国
の
農
業
生
霊
力
を
破
壊
し
、
そ
の
停
滞
と
三
需
退
を

傑
件
づ
け
て
い
る
の
は
、
植
民
地
、
従
属
諾
闘
で
形
成
さ
わ
、
帝
閤
主
義

の
支
持
を
う
け
、
帝
閤
主
義
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
石
農
業
諸
閥
係
|

封
建
遺
制
維
持
下
の
大
土
地
所
有
の
支
配
と
、
濁
占
資
本
お
よ
び
地
主

1

領
主
に
上
品
零
細
な
或
い
は
土
地
を
も
れ
ん
な
い
農
民
に
針
寸
品
野
蟹
な
搾

取
ー
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
は
特
に
資
木
主
義
白
全
般
的
危
機
の
第
二
段

階
に
普
湿
化
さ
れ
た
。

自
然
的
資
減
、
特
に
土
地
に
謝

f
z掠
奪
的
関
係
と
勤
務
者
に
封
す
る

脅
酪
な
搾
取
は
、
こ
れ
ら
の
図
で
は
崎
型
的
形
態
、
と
貿
況
な
規
模
を
と
っ

た
。
そ
こ
で
は
勤
勢
者
は
、
外
国
有
闘
主
義
と
そ
の
土
地
の
領
主
、
地
主
、

商
人
お
よ
び
高
利
貸
か
ら
二
重
り
牧
翠
を
う
け
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
資

本
主
義
的
搾
取
万
法
と
封
建
的
搾
取
方
法
と
が
薪
み
合
っ
て
お
り
、

L
か

も
封
建
的
土
地
所
有
が
優
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
中

近
東
で
は
五

l
一

oumの
地
主
が
七
O
|
入

o
mの
土
地
影
所
有
し
て
い

る
が
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
一
フ

y
、
ブ
ラ
ジ
ル
そ
の
他
の
諸
園
で
も
同
じ
よ
う

な
事
情
に
あ
る
。

彼
ら
が
分
盆
農
民
、
雇
役
農
民
に
寄
生
L
、
牧
穫
の
五
O
八
O
%
、

多
い
場
合
に
は
九
O
%
を
占
有
L
て
い
る
の
に
針
L
、
会
砕
農
民
、
犀
役

農
民
の
方
は
卒
飢
餓
的
生
存
を
辛
ろ
じ
て
保
護
さ
れ
る
だ
け
で
、
組
曲
百
改

善
白
可
能
性
な
E
全
く
も
っ
て
い
な
い
。
小
農
民
、
も
叉
単
純
再
生
窪
す
ら

第
七
十
五
巷
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「
植
民
地
・
従
属
詩
閣
に
担
け
る
農
業
の
衰
退
」

安
定

L
た
も
り
と
は
い
え
す
、
般
に
資
金
が
あ
っ
て
も
土
持
か
散
在
L
て

い
る
た
め
、
経
出
百
り
改
善
は
不
可
能
と
き
わ
て
い
る
。

慶
大
な
良
地
を
集
中
し
て
い
る
外
国
濁
占
、
大
地
主
は
、
利
絵
務
働
だ

け
で
は
な
く
、
必
要
舞
踊
の
著
る
し
い
部
分
を
も
収
翠
L
、
し
か
も
収
奪

L
た
笛
を
農
業
に
投
下
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
関
外
或
い
は
都
市
に
持
出
し

て
し
古
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
農
業

2
衰
退
は
、
柚
民
地
、
健
康
諸
国
に
お
け
る
一
般
的
現

象
と
な
っ
て
い
る
。
土
地
は
持
奪
的
に
利
用
さ
れ
る
結
果
、
地
味
が
念
速

に
や
せ
、
収
穫
は
恩
く
た
り
、
浸
蝕
芦
れ
て
農
耕
ボ
泊
地
に
さ
れ
て
い
る
ロ

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
商
業
新
聞
で
さ
え
黙
殺
す
る
こ
と
立
出
来
な
ぐ
な
っ

て
き
た
が
、
資
京
主
義
白
縛
護
人
法
は
、
こ
の
震
の
原
因
を
お

L
か
〈
す

た
め
に
、
マ
ル
ザ
ス
理
論
を
復
話
し
、
紹
劉
的
訓
剰
人

μ
の
法
則
を
も
ち

だ
L
て
い
る

e

だ
が
、

o
o
N
む
資
料
に
よ
っ
て
も
、
ベ
ル
ー
で
は
一
、
一
一
%
、
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
二
%
、
イ
ラ

γ
五
、
一
二
%
J
V
ル
マ
-
二
、
入
問
モ
ロ
ッ
コ
三
O
%

と
い
っ
た
極
め
て
わ
っ
か
な
土
地
部
分
し
か
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
L
、
L

か
も
耕
地
の
大
部
分
が
お
〈
れ
た
農
法
の
た
め
に
完
全
に
利
用
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
農
業
の
表
誌
は
絶
謝
的
担
剰
人
口
の
た
め
で
は
な
〈
、

初
歩
的
な
農
法
、
組
済
的
、
文
化
的
お
く
れ
、
農
民
大
味
の
極
賃
等
の
結
果

で
あ
る
。
マ
ル
ザ
λ

理
論
は
マ
ル
グ
ス
と
レ
l

ニ
シ
に
よ
っ
て
資
全
に
論

破
さ
礼
た
が
、
ゾ
同
盟
に
お
け
る
農
業
の
成
果
は
、
事
賢
を
も
っ
て
こ
の

正
し
さ
を
裏
付
け
て
い
る
。
亦
、
植
民
地
、
従
属
諮
園
に
お
け
る
取
穫
高

第
七
十
五
巻

四
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の
減
少
は
、
自
然
的
法
則
の
作
用
の
結
果
で
は
な
〈
て
、
自
然
的
資
源
の

掠
翠
、
農
民
か
ら
の
残
酷
な
搾
夜
、
原
料
的
附
属
物
に
し
よ
う
と
寸
る
外

園
調
占
の
支
配
の
直
接
の
結
果
で
あ
る
。
植
民
地
、
経
鹿
諮
園
の
大
部
分

は
、
時
柑
関
の
気
候
と
極
端
に
不
均
衡
な
雨
量
の
た
め
、
人
工
博
仰
の
も
つ

意
義
は
極
め
て
大
き
い
が
、
多
〈
の
閣
で
は
非
常
に
肯
い
濯
税
網
の
遺
物

が
今
日
吉
で
保
存
さ
れ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
漣
概
技
術
は
初

歩
的
で
あ
る
が
、
そ
の
多
〈
は
地
主
の
管
理
下
に
あ
る
。
し
か
も
ア
ジ
ア

中
近
東
で
は
現
存
の
規
模
で
は
極
め
て
不
十
分
な
の
で
あ
る
ω

イ
γ
ド
で

は
岳
一
耕
地
胃
績
の
六
%
、
ピ
ル
マ
六
%
、
ィ
ン

r
シ
テ
一
回
問
、
タ
イ
一

三
、
七
%
に

L
か
淫
し
ζ

い
な
い
。
し
か
も
濯
測
の
E
し
く
な
い
閥
系
は

土
地
に
百
接
室
口
智
典
え
と
い
る
。
た
と
え
ば
、

f
一
プ
グ
で
は
計
霊
的
な
調

節
b
7
4
附
い
た
た
め
、
こ
こ
十
年
間
に
↓

0
1二
O
%
の
土
地
か
酸
性
信
さ

れ
、
残
り
の
土
地
も
、
一
一
O
I
E
O
%
以
止
の
低
牧
議
を
も
た
ら
し
た
。

職
後
、
濯
叩
同
世
宗
の
建
議
、
植
林
、
沼
揮
の
排
水
に
か
ん
寸
る
大
計
霊

が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ば
列
国
濁
占
の
栽
培
す
五
総
出
品
の
生
震
増
加

を
間
的
と
し
、
そ
の
大
卒
が
祇
上
町
プ
ラ

γ
に
巾
閉
ま
っ
た
ロ
イ
シ
ド
の
摺

晴
間
接
民
五
カ
年
計
聾
で
は
三
四
寓
へ
グ
タ
ー
ル
が
海
淵
さ
れ
る
が
、
こ
の

資
金
そ
ひ
母
ろ
什
士
関
際
銀
行
は
、
宣
は
貴
重
な
銭
物
資
源
の
原
産
地
を

確
保
す
る
こ
と
に
利
害
闘
係
を
も
っ
て
い
た
の
き
あ
る
。

育
問
主
義
の
支
固
と
植
民
地
、
従
属
諸
園
に
台
け
る
農
業
諸
関
係
は
亦
、

耕
地
の
掠
講
的
利
用
を
も
た
ら
L
た
が
、
山
林
の
、
濫
伐
は
皐
魁
と
洪
水
を

交
代
に
周
期
的
に
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
外
関
猫
占
資
本
の
無
統



制
な
懲
替
の
直
接
の
結
果
で
あ
る
。
又
車
一
作
物
栽
培
は
、
土
爆
の
浸
蝕

を
偲
老
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
植
民
地
、
従
属
諸
園
を
原
料
的
附
鴎
物
に

L
ょ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
〈
る

9

ア
プ

p
カ
で
は
落
花
生
や
棉
の
聞
-

作
物
栽
培
の
た
め
に
、
土
地
が
著
る
L
〈
疲
弊
し
て
い
る
。

そ
し
て
農
民
は
、
良
業
機
械
だ
け
で
な
く
、
簡
単
な
農
具
さ
え
利
用
す

る
可
能
性
を
も
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
ト
ル
コ
の
農
村
に
は
、
最
家

-
C
C戸
に
木
製
手
鋤
二
一
、
四

O
カ
付
に
脱
穀
機
一
台
し
か
な
い
。
肥

川
相
、
も
需
要
が
全
世
と
し
て
極
め
て
少
な
い
上
に
、
そ
の
殆
ん
ど
が
輸
出
作

物
の
栽
培
ブ
ラ
シ
テ
1
Y
胃
シ
に
用
い
ら
れ
、
二
重
の
匪
迫
を
う
け
て
い

る
極
貧
長
民
は
、
山
林
濫
伐
の
結
果
、
家
音
色
糞
吉
え
大
部
分
そ
燃
料
に

用
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
阻
料
と
し
て
利
用
す
る
R
と
は
強
い
制
約
を
う

け
て
い
る
。

以
上
白
要
因
は
畜
歪
の
衰
逗
を
惹
起
し
た
。
小
且
富
山
の
貧
困
伯
は
、
家

蓄
に
十
分
な
飼
料
を
あ
た
え
る
こ
と
を
不
可
能
に
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
家
畜
総
数
は
油
断
少
し
て
お
り
、
絶
世
的
な
増
加
が
お
こ
っ
た
園
で
も

人
口
あ
士
り
の
家
畜
罰
則
教
は
減
少
し
て
お
り
、
家
畜
頭
数
が
多
い
と
こ
ろ

「
植
民
地
・
従
属
諸
国
に
お
け
る
農
業
の
蓑
退
l

で
も
質
的
な
劣
悪
さ
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
飼
粧
の
不
足
か
ら
、
中

近
束
、
北
ア
フ
リ
カ
語
圏
で
は
遊
牧
が
貰
〈
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

家
畜
生
産
性
を
低
め
、
飢
餓
、
病
気
に
よ
る
死
亡
揮
を
高
め
て
い
る

ψ

攻
穫
の
七

O
|八
O
%、
九

O
%さ
え
を
も
引
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

農
民
は
、
土
地
疲
鉢
と
勢
働
力
白
得
費
に
道
い
て
い
る
。
濃
町
間
の
設
備
が

幼
稚
な
と
己
ろ
で
は
殊
更
こ
の
傾
向
は
強
〈
現
わ
れ
、
こ
れ
は
叉
境
働
生

震
性
白
低
下
を
も
h

ん
ら
し
た
。
マ
ラ
イ
申
ゴ
ム
も
大
ブ
ラ
シ
テ
1
シ
ョ

ν

が
一
エ
ー
カ
ー
あ
十
り
八

O
O
l一一、

0
0
0ポ
γ
ド
で
あ
る
の
に
、
小

且
露
経
管
で
は
四

O
Oポ
νド
し
か
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。

生
産
手
段
巴
私
有
と
最
大
限
利
潤
の
泊
求
は
、
自
然
的
資
源
の
牧
率
的

利
用
を
う
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
が
農
業
を
気
候
的
湾
動
に
従
周
さ
せ
、
且
ヤ

魅
、
洪
水
を
ひ
き
お
こ
し
、
数
百
寓
の
生
命
を
奪
う
飢
能
を
周
期
的
に
各

楠
で
繰
遅
さ
せ
て
い
る
。

長
紫
諮
問
係
と
掠
講
的
政
策
の
結
間
前
ひ
台
お
こ
さ
れ
た
農
業
の
妾
議

は
、
植
民
地
、
従
属
諸
図
に
お
け
る
牧
穫
の
波
少
と
、
人
口
あ
た
り
食
糧

生
産
の
獄
少
の
中
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
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